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研究要旨

臨床診療ガイドラインは、日々の臨床において診療の基本となる重要な情報源となってい

る。このため、適切なガイドラインを作成するためには、多数の専門家の参加と長時間にわ

たる解析や討議が必要となる。よって多大な時間と費用が必要となっている。さらに、ガイ

ドラインが作成されても、その知識が広く伝わらなければ、その意義は限定的である。ガイ

ドラインの作成における問題点を明らかにすること、また、ガイドラインを普及させるため

の方向性について、高血圧ガイドライン作成・普及活動から検討した。継続的な臨床ガイド

ラインの作成・改訂には、各学会の自助努力とともに、公的な支援が必要である。また、ガ

イドラインに沿った医療の普及のためには、行政による公的支援とともに、マスコミ、産業

界、学協会など、多面的な協力による戦略が必須である。

A. 研究目的 
臨床診療ガイドライン(CPG)は、診療の

基本となる重要な情報源である。よって、

CPG は、エビデンスを幅広く収集・評価し

て、診断や治療の益と害について明らかに

する必要があるため、多数の専門家の参加

と長時間にわたる解析や討議が必要となる。

結果として多大な時間と費用が必要となっ

ている。多くのガイドラインは、専門学会の

自助努力で作成されているため、その労力

と費用に対する限界が問題となっている。

さらに、素晴らしいガイドラインが作成さ

れても、医師、看護師、薬剤師、行政、そし

て国民にその知識が広く伝わらなければ、

その意義が限定的なものになってしまう。

より良い CPG を継続的に作成するために、

その問題点と今後の方向性について方向性

を示すことを目指す。

B．研究方法 
Minds の診療ガイドライン作成指針に基

づき、本邦の代表的 CPG である高血圧治療

ガイドライン作成課程などを検証する。た

は、公表時や公表後の普及方法に関する過

程を検証する。また実際のガイドライン作

成時の費用や推奨決定のプロセス、公表や

普及に関する問題点など、ガイドライン作

成における課題を検討する。

（倫理面への配慮）

（該当なし）

C．研究結果 
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CPG の作成には、Minds による講習会、

各学会が講師を招いての勉強会が必須であ

った。また、実際に systematic review(SR)
を行うには、疫学専門家のアドバイスが必

須であり、適時、質問―回答ができる環境が

重要であった。

公表に関しては、「高血圧治療ガイドライ

ン 2019（JSH2019）」の刊行直前に医療系

雑誌社および新聞社にガイドラインの概説

と質疑応答を行った。その上で、新聞や web
ニュースとして多くの国民、医療従事者に

情報を伝えることができた。さらに、医師や

コメディカルを対象とした、臨床高血圧フ

ォーラム、日本透析医学会、日本心臓病学

会、日本病態栄養学会、地域の医師会講演会

ほか様々な講演会で、ガイドラインの普及

を行った。また、図表と Clinical Question
を中心にまとめた「高血圧治療ガイドライ

ン ダイジェスト版」も作成し、臨床医に使

いやすい形態の冊子を提供することとした。 
また、一般の患者および国民への普及の

ために、高血圧学会として youtube を介し

たガイドラインの解説動画を作成して、学

会ホームページにおいて無料公開した。高

血圧学会のキャラクターである良塩くんと

ともに研究者が出演して、若者から高齢者

まで幅広い人を対象として理解しやすい内

容を心がけた。さらに「高血圧のはなし」と

いう小冊子を作成し公表した。一般の人に

わかりやすくなるように絵も多用した。

JSH2019 は、高血圧学会の費用で作成し

ている。その作成には、のべ 200 名以上の

高血圧専門医、疫学専門家、他学会リエゾン

委員、患者会などの参加が必要であった。こ

のため、会議費などさまざまな費用が必要

であった。その費用回収のために、診療ガイ

ドラインを有料（販売）とするとともに、一

般雑誌への引用では掲載料をとることとし

た。ただし、ガイドラインの内容を普及させ

るため、JSH2019 の骨子および CQ につい

ては、概略を学会ホームページ上で無料で

公開するともに、英語版は Hypertension 
Research 誌上で、完全版を無料公開してい

る。

Ｄ．考察

作成指針に沿った CPG を定期的に発刊す

ることは、本邦の医療者への重大な貢献で

あり、国民の健康維持にも大きく資するも

のである。CPG を適切に作成するためには、

指針に沿って行うことが必要であり、その

ためには、多くの人的資源と金銭的資源が

必要である。このため、各学会において、ガ

イドラインを作成するための継続的な努力

が必要であり、また、適切な人材育成が必須

である。特に SR を行うところには人的資

財が必要であるが、SR をすることはそれ自

体が研究者の資質を高める重要な研究行為

でもある。これらを行うことにより、本邦の

研究者を育成することは、将来の日本の科

学力を高めるため、公的なサポート体制が

あっても良い領域であると考えられる。

 一方、ガイドラインの作成には、労力と

ともに費用がかかっている。特に、ガイドラ

イン作成のための講演会、講習会、そして

SR のための講習会や機器、会議費や旅費な

ども必要となっている。ガイドラインを継

続して改訂するためには、これらの費用を

節減するすることも必要であり、公的な講

演会や講習会を定期的に開催していただく

こと、会議は基本的に web 対応することな

どが考えられる。一方、費用の回収のため
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に、ガイドラインを有料にすることは、折角

のガイドラインへのアクセスが難しくなる。

ガイドラインは破格の安値で売られている

ことが多いが、それでも無料を望む声は多

い。かなりの費用をかけて素晴らしいガイ

ドラインを作成しても、金儲け主義との非

難をする人は必ず存在する。そのような穿

った考え方する人にとって、有料のガイド

ラインは信頼することができないものであ

り、結果として普及を妨げる要因となる。つ

まり、基本的にはガイドラインは無料で提

供できる形にしていかないと、幅広い普及

が難しいことを示唆している。今後は、必要

でかつ重要なガイドラインについては、公

的資金の投入対象としていただくことが重

要ではないかと考えられる。高血圧という

本邦に 4,300 万人の患者のいる疾患では、

適切なガイドラインを普及させることで、

患者や国民の命、QOL の改善のみならず、

合併症の減少による医療費の削減にも繋が

る可能性が高い。高血圧治療では費用対効

果が高いことが知られており、ガイドライ

ンの普及による医療費の削減については重

要な研究課題となると考えられる。

 さて、ガイドラインを普及させるための

戦略を考えたい。前述のごとく、ガイドライ

ンを無料で公開することは重要である。実

際、JSH2019 も 1 年後の 2020 年 4 月中の

無料公開を予定している。また、英語版の

JSH2019 は、すでに 2019 年 8 月に

Hypertension Research 誌上で、無料公開

している。このような経過もあり、

JSH2019 は幅広く引用され、世界で評価さ

れている。結果で記載したように、

「JSH2019 ダイジェスト」、「高血圧のはな

し」などのより簡便な冊子媒体の作成を行

うことは、国民や患者、開業医にとって有用

であろう。さらに薬剤師などのコメディカ

ルを対象とした JSH2019 スライドを作成

して公表予定である。このように、CPG を

幅広く普及するためには、それらへのアク

セスを容易にすることが大切である。

JSH2019 では、youtube を用いた患者向け

動画も作成して公開した。近年は、テレビよ

りもネットを介した情報の方が若者には受

け入れられる傾向がある。そのため、

facebook やインスタグラムなどさまざまな

媒体を介した広報が重要である。しかし、動

画をしっかりと作るには、やはり費用がか

かるので注意が必要であろう。

 今回、ガイドラインの公開に関して、報

道に関する問題点も浮かびあがってきた。

医療関係出版社・新聞社を対象に、ガイドラ

イン（冊子）の配布とともに、ガイドライン

の骨子についてプレス発表会を行った。概

説の後に質疑応答を行い、予定の時間をオ

ーバーして対応したが、一方的に偏った内

容で報道をした media があった。多くの報

道機関は、ガイドラインの本質を理解した

上で紹介してくれてはいたが、より公正に

ガイドラインを紹介してもらえるような対

策も必要であると感じた。

 ガイドラインの作成には、作成の初めか

ら患者の参加があることが望ましいとされ

ている。JSH2019 では、患者団体にガイド

ラインの内容を評価していただいた。しか

し、どの人を患者代表として選べば良いの

か、高度に専門的な内容に関しても適切な

意見を言える患者がいるのか、どれだけ多

くの患者意見をもらうべきなのか、協力患

者への費用負担等はどうするべきか、患者

でなく一般国民の意見を必要としないのか
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など、ガイドラインを適用される立場の人

のガイドライン作成過程へん参加に関す疑

問点が残った。これらについても今後の検

討課題となるであろう。

CPG は、日常診療において、とても重要

な情報を提供するとともに、その時点で最

適治療を提案するものである。このため、エ

ビデンスが出るたびに改訂されることが望

まれるが、実際には短期間での改訂は難し

い。現在、さまざまなガイドラインが公開さ

れているが、適切な手続きを経て作成され

たガイドラインは、医療経済上も医療費削

減に寄与する可能性が高い。そのように考

えれば、ガイドラインの作成、改訂に関する

方針（疾患や改訂頻度など）や費用負担は、

国家予算で行うべきではないであろうか。

さらに、「CPG の作成てびき」を Minds で

作成しているが、ガイドラインの作成方法

や講習会の開催に加えて、患者や国民の目

線をいかにとりいれるかについて、その対

象者の選択方法やリクルート方法を含めた

実務でのサポート体制などの強化も重要で

あろう。経済的な側面や研究者育成、ガイド

ライン作成の実際的なサポート体制、さら

に、メディアや行政、学協会の支援体制な

ど、ガイドライン普及へ向けた総合的な対

策が求められている。

Ｅ．結論

CPG は、国民の健康維持に必須の情報で

あり資源である。また、CPG により費用対

効果や医療費の適正配分に関する検討が可

能であり、今後も適切に作成することが必

要である。
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